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論文内容の要旨
本論文は、序説・第一編中世後期の都市とその成立基盤、第二編近世都市の成立と構造の三つに大
別される。したがって要旨もこのように分けて述べる。
I序説
従来の都市の史的研究の成果をみると、個別的実証的研究は多いが、これらを総合的に考察したも
のはきわめて少ない。また従来の方法論として、 (1)都市の景観・形態を実証的に証明したり、 (2減下
町・門前町・港町といった形態を重視して、その単純な推移を追求したり、 (3)全国的に総合して考察
しているとしても、大きく中世都市または近世都市と概括して、地域差や権力構造・基礎構造の段階
的展開を無視している傾向がみられる。それはまた必要な研究過程であるが、最近の封建社会史研究
の一般的な進展のなかで、都市研究は取りのこされた一つの分野となっている現状である。都市もま
た歴史的社会的所産であり、狭く限定された意味での都市研究であってはならず、権力構造や基礎構
造との対応においてとらえた体系的研究が必要で、あろう。
このような反省に立っとき、本論文の基本的な視角と方法は次のようになる。すなわち全国的な視
野において考慮は払うが、地域条件や権力構造段階の類型的分類により、特定の町または都市をとり
あげて、その内部の具体的段階的展開を周辺の基礎構造や権力構造と対応させっつ追求する方法をと
り、また近世都市の成立を、幕、藩体制社会の成立と関連させて、各段階ごとに都市町場の成立条件・
位置・機能・役割などの特質を構造的に明らかにしようとする視角に立っている。権力構造の大きな
段階的推移としては、室町期の「役銭制」戦国期の「貫高制」豊臣政権以降の「石高制」を考え、第
一編で、は「役銭制」と「貫高制」に対応した中世都市の分析に、第二編は「石高制」に対応した近世
都市の分析にあてている。
E第一編
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第ル章にむいては、室町期の権門領主の権力構造の展開と、それによって成立条件を与えられつつ
対応的に変化する都市の内部構造の展開と、いちじるしく地域的分業の度を深めつつはあったが農民
的商品経済の未熟ゆえに自生的に地方都市を生み出すにいたらなかった産業構造について述べたO 室
町期の権門領主の土地の直接支配は弱体であるが、公権として求心性をもち、諸役・諸役銭を賦課し
てその経済を維持し、これが京・奈良の成立要因の大なるものであったことを明らかにした。新しく
提唱した「役銭制」という概念は、主としてこのような権門領主の収取体系を総称したものである。
この章にむいても室町期を三段階に分ち、京都・奈良の主要都市や畿内近国と、地方の状態を地域差
を考慮して考察している。
第二章は従来の中世史家の戦国大名の城下町はかなり発達していたとする見解を再検討したもので、
この時代の地域差に留意し、関東の結城氏・東海地方の徳川氏・摂津の和田・高山両氏を中心に、こ
れらの戦国大名の権力構造と再生産構造を分析し、これらに規制された戦国城下町の形成と、都市と
しての限界あるいは未熟性を指摘した。
第三章は、中世末から近世初頭にかけ成立した寺内田Jについて、その成、工期むよび建設の主体を三
つに分類し、それぞれの特質を指摘して、これまでのl百|・的な寺内町研究のあり方に批判を加えたも
のである。
皿第二》系編肩
第.苧.は、統.的封建権力の確立過程に平行して、畿内諸者都|日i市が中央市市晶場(年貢米市市.場)化してゆ
く過程を、織豊両氏の政策を中J心b に、各都市市.町場さらにその j上二層町民や
対応応、関係も加えて考察したものである O
織田氏の場合、兵農分離の進行や石高制の採用により、その直轄領内の城下町などには楽市令を代
表とする積極的保護を加えたが、自治都市的傾斜をもっ畿内の既成の都市町場には、商兵分離や矢銭
賦課の強圧的態度でのぞみ、その後は豪商掌握のための徳政免許を代表とする消極的態度を示したの
みで、都市一般は貨幣財源とした。
戦国大名の都市政策の限界を十分に克服しなかった織田政権にかわって、豊臣政権が登場すると、
検地を媒介とする石高制が成立し、畿内諸都市町場は領主の年貢米市場としての機能をはたし、統­
政権の再生産をささえた。とりわけ政権の根拠地の大坂と京都は、領主米の全国的中央市場としても
設定され、領内年貢米市場の狭少な地方大名の領国経済は、これと結合されざるをえず、彼らの地方
分権化はこの面でもチェックされた。
しかし政権の近世的転回は諸矛盾を顕現し、この解決を政権は朝鮮出兵に求めるとともに対内的に
権力強化のための統制を強めた。その過程で畿内の新特権都市は屋地子免許・楽座政策の徹底がはか
られ、市場や貿易基地としての発展条件が与えられた。都市の階層分化と人口流入ははげしく、これ
に対する治安強化、連座制の強化が行なわれ、農民の都市流入の制止にかわる都市人口増大のための
武士集住の強化や、藩財政の中央市場への結合強化が進められた。
第二章では、豊臣政権にかわった徳川政権の慶長期にむける畿内対策を考察したもので、検地研究
で遅れた分野である慶長検地の性格を分析し、文禄検地を継承する面が多かったことや、しかしその
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不確実性の修正と年貢の確保増収をはかっていること、しかし豊臣秀頼の慶長検地と比較すればゆる
やかで、代官・庄屋にかわる中心層として初期本百姓を把握しつつも、代官・庄屋も掌握して畿内に
勢力を植えつけていることを指摘した。また流通・都市政策の面では豊臣政権のそれを継承するとと
もに、代官的豪商のほかに都市町場の新興商人の掌握にも留意し、東国の開発もすすめ、畿内・東海
道・関東を密接に連絡した基盤に立って権力確立を意図した点を具体的に示し、佐々木潤之介氏の軍
役体制を骨格とした慶長元和期の幕政の基調論は、流通史的考察を欠いたものとして批判した。
第三章は、幕藩体制の一環としての役割をになった藩が、これに適応すべく展開した藩政と、基礎
構造の推移などに対応した近世城下町の形成について述べた。近世城郭の建設は豊臣政権の前・後期・
慶長七年・元和元年・寛永年聞を画期として、段階的に主体が区分されるが、さらに譜代・旧族・織
豊取立の諸大名別、地域別に類型区分を行ない、代表的な城下町の個々の特質を、権力構造・基礎構
造と対応させつつ具体的に示した。成立事情や幕府権力との親疎、立地条件など、ことなる諸藩のこれ
らの展開は相違するところが大きいが、幕藩体制が強制する全国的流通機構の形成促進は、これらの
城下町機能をともかくも領国経済に対応したものとして、寛文期ごろに成立させることが明らかにな
る。
第四章は元和寛永初期の幕府の都市および流通政策と寛永期の生産・流通の特質を、第五章では近
世初期における畿内在郷町の広汎な成立とその成立条件や特質を、第六章では幕藩体制的商品流通機
構の成立とその結実としての三都の元禄期の構造的特質を、第七章では畿内と中間・辺境地域の在郷
町の展開を、それぞれにみた。各章は独立した課題と内容とをもつが、相互関係を明確にするため、
概括して述べよう。
慶長期に、畿内都市豪商はおおむね幕府に掌握され多角的な商業活動を行なったが、元和を画期と
して戦争の終熔や国内商業の活発化に対応し、呉服師など特権商人として権力に従属してゆく。幕府
は江戸の建設と京都の特権都市化を進め、これらの都市生活者の増加は商品流通特に庶民生活必需品
の流通を増し、新興商人の台頭の契機となった。この元和から寛永初期に幕府は大坂を直轄化し、こ
れを全国的市場として設定してゆく。こうして三都が成立してゆくが、鎖国の実施は、海外貿易によ
る国外との分業関係の結節点としての機能を制約したため、畿内主要都市は地方との分業関係の強化
に重点機能を変質させ、さらに庶民的商品生産流通に関係するにいたった。寛永期の商品生産・流通
は、依然畿内を求心的としてむり、高度の手工業は集中し、地方では北九州がやや特異で\地方の手
工業特産は都市に多く集中しており、その他の地方は多くは地理的条件による第一・次加工品が生産さ
れたにすぎない。畿内の町場は加工品の数は少ないが、すでにこのころ京・大坂を補完する形で、油
・酒・繰綿・木綿などを特産していた。
中世末から広汎に成立していた寺内町や畿内の小城下町は、商農分離の推進で大きな打撃をうけたc
しかし周辺農村との分業関係に立ち、近世に入つての年貢負担の重課にも対応して、大坂市場機能の
未熟な段階にあってこれを補完する形で発展したのである。しかし大坂が遠隔地商業機能を統-掌握
した寛文延宝期には在郷町の遠隔地商業は対立し、しだいに陶汰され、特産品の生産加工を主として
特権都市市場のヒンターランド的地位に特質づけられてゆく。
? ?内FU
寛永以降、米穀以外の生活必需物資の必要性が都市の発達、生活程度の向上に伴い、増加していっ
た。ここに諸藩は初期専売制などをしき、殖産興業と藩収入の増加をはかるが、幕府でも三都とくに
江戸の需給関係に留意し、寛文期には江戸への供給市場の役割を担わされた大坂において、株仲間の
公認による商工業統制がすすめられる。
こうして寛文期以降、幕藩制的流通機構が成立し、その結実としての三都は、それぞれの特質をも
つにいたる。三都や城下町の成立により、これを補完してきた在郷町や小都市は、地域差はあるが、
ともかく全般的には元禄期まで発展してきたが、元禄期以降その停滞は顕著となり、都市もまた幕藩
体制の制約下に、その発展の可能性と自由を失なってゆくのである。このような過程を理論的実証的
に分析したのが第四章から第七章である。
論文の審査結果の要旨
本論文は序説:fJ'よび第一編「中世後期の都市とその成立基盤、第二編「近世都市の成立と構造」か
ら成り、副論文として「封建都市酒造業の展開」、 「広島藩領在郷町製塩業の成立と展開」と題する
二論稿を添付している。
序説においては、まず著者が日本近世都市研究を課題として選んだ問題意義と概略の構想とを述べ
ている。それによれば、従来の日本都市研究が都市の形態・景観の変遷を個別的に追求したり、城下
町・門前町・寺内町・港町・宿場町などの歴史的成因によって概括的に類別したりして、地域差また
は時代的背景をなす政治的権力構造や社会・経済的な基礎構造との関連性を軽視しがちであったとの
反省にもとづいて、都市成立の要因、その機能などを、それぞれの時代の政治・社会との関連のもと
に段階的・体系的に把握しようと意図したという。すなわち、著者が多年研究の対象としている近世
江戸時代の幕藩体制の解明の一環として、近世都市の成立と構造を考察しようとしたものである。
第一編は上記のような研究課題を解明する前提として、幕藩体制の前段階である中世後期すなわち
室町時代・戦国時代の封建体制の支配機構を分析し、その基盤の上に成立した都市の特質を指摘して
いる。
まず第一章「中世後期の主要都市の特質」では、室町時代のいわゆる権門体制のもとにあって、京
都・奈良などの主要都市の発達の要因が、幕府・興福寺などの権門領主の政策によって規定された点
を明らかにした。すなわち、この時代に権門領主の荘園や農民に対する支配力は弱体化する傾向にあ
ったが、特に京都では有力守護大名の京都在留が恒常化したこともあって、全国的に年貢・公事が京
都に集中させられ、さらに酒屋役・土倉役・段銭・棟別銭など著者の提唱する役銭制の展開によって、
京都を中心とする商品流通が活発になった。こうして京都の都市的発展が促進され、室町中期には幕
府の都市支配が完成された。しかし室町末期になると、下魁上による支配権力の下降分散の現象、お
よび在京の権門領主と在地領主との聞に介在する名主・商人・問丸などの勢力台頭や、未成熟ながら
も地方都市が成立し始めたことなどによって、幕府の都市支配力はしだいに後退していった。
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第二章「戦国期の城下町」では室町幕府の衰退にともなって、京都を中心とする商品流通機構が崩
壊し、それにつれて全国各地に戦国大名が台頭し城下町が発達したと論じ、それらの城下町の特質に
再検討を加えようと試みている。すなわち、室町幕府・守護大名は役銭制という不安定な収取体系に
立脚するために弱体化したので、その反対勢力として出現した戦国大名は、貫高制を施行して土地経
済に基盤を置く年貢収取体系を確立しようとしたものである。従って戦国大名の城下町は都市として
未成熟であり、かつ地域差も著しいことを、関東の結城(結城氏)、東海の岡崎・浜松(徳川氏)、
近畿の高槻(和田・高山氏)などを中心に論証している。
第三章「寺内町の成立とその歴史的特質」では、第二章に関連して、中世末期から近世初期にかけ
て発達した寺内町を分析し、真宗教団・在地土豪層・名主的商人の三者が、わおむね年序をわってそ
の建設の中心勢力となった事実を、摂津石山・和泉貝塚・河内富田林など多数の畿内寺内町の例証に
よって立論している。
第二編は本論文の中心的課題を研究したものであって、著者が多年 lごわたって発表してきた論文を
補正し、体系的に整理しようとした成果である。
まず第一章「織豊政権の都市政策」では、織田信長・豊臣秀吉の統一事業による強力な封建権力の
確立の過程において、京都・大坂などの諸都市が全国的な商品特に年貢米の中心的な流通市場として
成長していく段階を、信長・秀吉の権力機構との関連において究明しようとした。特に秀吉に至って
太閤検地を実施し石高制による年貢収取体系を確立すると、畿内の諸都市は封建領主の年貢米市場と
しての機能を果し、なかでも大坂・京都は全国的中央市場となり、一方領国経済圏の狭小な地方大名
は、必然的に中央市場に依存しなければならなくなり、ここに近世日本の集権的な封建体制の基盤が
形成されたという。
第二章「畿内に対する慶長期徳川政権の政策」では、豊田文権にかわった徳川政権が、はじめ慶長
期に実施した検地によって、本百姓支配を基本的政策となしつつも、一面には中世的土豪の系譜をひ
く代官・庄屋層をも支配して、その勢力の全国拡大をはかったと説く。従って徳川政権は、都市政策
において特権商人ならびに新興商人の支配統制にともに留意した。これは初期の徳川政権が、江戸を
中心に東国の開発を進めながらも、大坂・京都を中心とする畿内を制圧して全国的な権力機構の基礎
を固めねばならなかった点を具体的に立証した新知見である。
第三章「近世城下町の形成」では、江戸初期の諸藩の城下町の成立の時期に関し、全国を先進地帯
(畿内)、中間地帯(中国)、辺境地帯(北関東・東北)の三つの地域に大別し、さらに譜代・外様
など大名の家格による区分を加え、高槻・広島・水戸・秋田・仙台など代表的城下町の成立過程を、
それぞれの藩の権力機構や社会・経済的基盤との関連において明らかにしようとした。そして寛文ご
ろ、これらの城下町の機能は全国的商品流通の機構に組みこまれ、集権的な幕藩体制の完成をみるに
至ったと論じている。
第四章「鎖国にいたるまでの商品流通と特権都市の存在形態」では、元和{医武を転機として圏内商
業カ苛舌発になった点、を強調している。すなわち、江戸・京都・大坂は幕府の直轄都市としてめざまし
く繁栄し、畿内諸都市の豪商は完全に幕府の統制に従属することになり、これらの都市人口の増大は
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さらに生活必需品を中心とする商品の生産・流通を促進し、そこに新興商人の台頭する契機も生まれ
てきた。鎖国後は海外貿易の制限によって以上の傾向がいっそう強くなり、地方都市にも手工業によ
る特産物が数多くつくられるようになり、特に大坂・京都周辺の小都市では油・酒・繰綿・綿織物な
どの生産が増大したと論述している。
第五章「初期在郷町の成立J では、江戸初期の大坂がまだ全国的中央市場としての機能を十分発
揮するに至らない段階では、西宮・伊丹・池田・吹田・平野・貝塚・和泉佐野など大坂周辺の在郷町
は、大坂市場の機能の不備を補う役割をもって栄えたが、寛文ごろ大坂の特権市場としての地位が幕
府の保護によって確立すると、これら在郷町は流通市場からしめ出されて、特産物の生産に専念しな
ければたらなくなった過程を論証している。
第六章「幕藩制商品流通機構の形成と三都の確立」では、生活必需品の生産が都市生活の進展と相
互に関連しながら発達したため、諸藩では殖産興業策を推進し、幕府も特に江戸での商品流通に留意
し、江戸への商品供給市場としての大坂に対して強力な商工業統制を加えるようになり、寛文期から
元禄期にかけて幕藩体制下の流通機構が完成したと説いている。
第七章「在郷町または小都市の展開」では、第六章をうけて、元禄期以後、流通機構の強い規制を
うけて、これまで繁栄を続けていた在郷町や地方小都市はようやく停滞期に入ったと論じている。
以上が本論文の内容の概要であって、全巻約 700ページに及ぶ浩識な論文は、著者の十数年にわた
る不断の研究の成果である。その本論ともいうべき第二編は本論文の三分の二を占め、大部分は既に
発表された論文を骨子として構成されている。それらの諸論文はいくたの新知見によって学界に神益
したものであって、著者の専門とする近世社会経済史の分野に属する力作ということができる。本論
文はそれらを幕藩体制下における近世都市の成立と構造という視点、から体系づけようとし、全体にわ
たって整理・補正の筆を加えたものである。しかしながら全編を通じて若干の欠点のあることも否定
できないであろう。
まず全体に補正を加えたといっても、もともと時期を異にし機関を異にして発表されたものである
だけに、通観すれば論述に重複や錯雑の箇所がみられ、体系的記述としては、必ずしも十分成功して
いるとは評しがたい。しかし、この点は17世紀のわずか 1 世紀の聞に幕府と諸藩、三都と在郷町・地
方小都市など、同時期に複雑に関連しあいながら展開する歴史事実を、越大な史料を駆使しながら実
証的に分析し解明しようとする著者の研究態度からみて、恕すべきであるともいいえよう。
つぎに本論文の最後は、元禄期における三都の特権的地位の確立と在郷町などの発展の停滞を論述
して終っているが、これらの都市における住民構成、町政運営や分業の形態などの生活の実態にほと
んど言及していないのは、大きな弱点であり龍頭蛇尾の感を免れない。しかしこれは著者が本論文刊
行の時点で第三編「都市の産業 J を加えることを予定していたが、出版・造本の都合で総て削除した
ためである o その欠点を若干補う意味です添附されたのが2編の副論文であって「封建都市酒造業の展
開」は酒の特産地である摂滞における酒造業の展開過程を米の流通を背景として論述し、 「広島藩領
在郷町製塩業の成立と展開」は瀬戸内沿岸の在郷町である竹原に成立した製塩業が藩権力を背景とし
て発展した経過を究明している。これらによって「都市の産業」の構想の一斑を察知することができ
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る。
さて最後に最も問題となるのは、本論文全体の構想である。著者は本論文の主眼である第二編の前
提として、第一編の部分を多くの先学の研究成果を、批判的に摂取しながら記述しているが、上述の
ように全編を通じて室町時代には役銭制、戦国時代には貫高制、豊臣政権以後江戸時代には石高制が、
それぞれの時代の権力構造の基盤をなしていると主張し、それによって各時代の都市の特質の推移を
明らかにしようとしている。これは本論文を特色づける最も独創的な見識であって、ことに役銭制と
いうのは著者独自の概念の提唱であるだけに、今後も学界で問題点として論議されることが予想され
る。たとえば、戦国大名の収取体系において諸役体制も依然として重要な位置を占め、これは室町幕
府・守護大名の財政を支えた役銭制を継承・強化したものであると反論して、役銭制・貫高制を時代
の段階規定に用いることに疑問を提起することもできょう。あるいは、役銭制は室町時代の収取体系
にとって副次的・臨時的なものであって、これを貫高制・石高制と同一基準で段階規定に用いるのが
はたして妥当であろうかという疑問も起りうるであろう。
しかしながら、著者は役銭制の内容を単に酒屋役・土倉役.~交銭・棟別銭・関銭・地子銭などとだけ
指摘しているのではない。守護大名の在京や出銭、地頭御家人役の出銭などの軍役体系をも包含する
ものであって、本来室町幕府の財政的基盤である御料所(直轄地)から納められる生産物または貨幣
化された年貢・公事が著しく減少したために、はじめは副次的・臨時的であった役銭制が、 15世紀中
ごろには全国的に恒常化していると主張する。また戦国大名は、がんらい室町幕府の守護大名や地頭
御家人に対する軍役が極めて不安定であったのに鑑み、土地経済に重心を置き貫高制の年貢収取によ
って支配体制を確立したのであって、貫高制は決して役銭制の継承・強化ではないと主張する。こう
した論争はなお今後も継続されることが予想され、その結着はより広汎な史料の採訪と分析に侠たね
ばならないであろうが、著者の新知見の提唱が現在の研究水準を高めたことは学界に対する大きな貢
献である。かつまた本論文の随所にみられる博引芳証と精織な立論とは、著者の業績の評価を高から
しめている。以上の点からみて、本論文が文学博士の学位請求論文として、十分その価値を有するも
のと認定する。
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